
 

 

 

令 和 ５ 年 ５ 月 3 1 日 

消 防 庁 

 

危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（案）等に対
する意見公募 
 

消防庁は、危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（案）等の内容について、

令和５年６月１日から令和５年７月３日までの間、意見を公募します。 

 

１ 主な改正内容 

以下の事項について措置を行うため、危険物の規制に関する規則（昭和 34 年総理府令第 55

号）及び危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示（昭和 49 年自治省告示第 99

号）を改正するものです。 

（１） 顧客に自ら給油等をさせる給油取扱所の制御卓の位置に関する規制の緩和に関する事

項 

（２） リチウムイオン蓄電池設備を屋外に設置する場合の保有空地の緩和等に関する事項 

（３） 液体を収納するプラスチック容器等の運搬容器等への収納に係る規定の追加に関する

事項 

（４） アルコールを収納したプラスチックフィルム袋に係る容器及び運搬容器の特例の追加

に関する事項 

（５） 繊維強化プラスチック製変圧器に係る機械により荷役する構造を有する運搬容器の特

例の追加に関する事項 

（６） プラスチック容器に係る専ら乗用の用に供する車両による運搬の基準の追加に関する

事項 

（７） 運搬容器の内圧試験に係る規定の整備に関する事項 

 

２ 意見公募対象及び意見公募要領 

○ 意見公募対象 

  ・危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（案） 

・危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示の一部を改正する件（案） 

 

○ 意見公募要領の詳細については、別紙を御覧ください。 

 

３ 意見公募の期限 

令和５年７月３日（月）（必着）（郵送についても、公募期間内の必着とします。） 

 

４ 資料の入手方法 

 別紙の資料については、総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp）の「報道資料」欄

に、また消防庁ホームページ（https://www.fdma.go.jp/）の「報道発表」欄に、本日（５月 31
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日（水））に掲載するほか、電子政府の総合窓口［e－Gov］（http://www.e-gov.go.jp）の「パ

ブリックコメント」欄に掲載するとともに、連絡先窓口において配布します。 

 

５ 今後の予定 

意見公募の結果を踏まえて、当該省令等を公布する予定です。 

 

 （事務連絡先） 

消防庁危険物保安室  竹村、有働 

TEL:03-5253-7524（直通） 

E-mail:fdma.hoanshitsu_atmark_soumu.go.jp 

※スパムメール対策のため、「@」を「_atmark_」と表示して

おります。送信の際には「@」に変更してください。 



 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ５ 月 

消防庁危険物保安室  

 

 「危険物施設におけるスマート保安等に係る調査検討会」、「リチウムイオン蓄電池に係る火

災予防上の安全対策に関する検討会」及び「危険物輸送の動向等を踏まえた安全対策の検討会 

」の結論を踏まえ、危険物の規制に関する規則（昭和34年総理府令第55号。以下「規則」とい

う。）を以下のとおり改正する。 

 

【概要】 

１ 顧客に自ら給油等をさせる給油取扱所の制御卓の位置に関する規制の緩和 

近年の監視設備の技術進歩に鑑み、全ての顧客用固定給油設備及び顧客用固定注油設備に

おける使用状況を監視設備により視認できる場合は、全ての顧客用固定給油設備及び顧客用

固定注油設備における使用状況を従業員が直接視認できる位置に制御卓（顧客の使用状況を

監視する設備）を設置しなくともよいこととする。また、これに伴って、制御卓の位置は給

油取扱所内とすべきことを明確に規定する（第28条の２の５関係）。 

 

２ 蓄電池設備以外では危険物を取り扱わない一般取扱所を屋外に設置する場合の保有空地の

緩和等 

① 蓄電池設備以外では危険物を取り扱わない一般取扱所で、蓄電池設備を屋外に設けるも

ののうち、以下の５つの条件を満たすものについては、出火及び類焼の危険性が低く、消

火活動の困難性や他の建築物等への延焼の蓋然性が低いと考えられることから、一般取扱

所の位置・構造・設備の技術上の基準のうち、特定の施設との間の保安距離の確保、建築

物その他の工作物との間の保有空地の確保、危険物の流出リスクや可燃性蒸気の滞留を想

定した流出防止用の囲いの設置、地盤面の危険物が浸透しない構造の整備、適当な傾斜の

確保、貯留設備の設置及び電気設備の防爆規制に関する規制を適用しないこととする。

（第28条の60の４関係）。 

(ⅰ) 蓄電池設備と建築物その他の工作物との間に３ｍ以上の空地を保有すること 

(ⅱ) 蓄電池設備は、堅固な基礎の上に固定すること 

(ⅲ) 蓄電池設備は、キュービクル又はコンテナ（鋼板で造られたもの）に収納されて 

いる方式とすること 

(ⅳ) 蓄電池設備は、告示で定める基準に適合するものであること 

危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（案）について 



 

 

(ⅴ) 指定数量の100倍以上の危険物を取り扱うものについては、冷却するための散水

設備をその放射能力範囲が危険物を取り扱う設備に収納する蓄電池設備を包含するよ

うに設けること 

 

② JIS等の出火・類焼対策の規定に適合したリチウムイオン蓄電池設備については、一定の

火災安全対策が担保されており、これに用いられるリチウムイオン蓄電池は、固定され、電

解液が容易に漏れ出すことはないと判断できることから、危険物の流出リスクや可燃性蒸気

の滞留を想定した流出防止用の囲いの設置、地盤面の危険物が浸透しない構造の整備、適当

な傾斜の確保、貯留設備の設置及び電気設備の防爆規制に関する規制を適用しないこととす

る（第28条の60の４第２項）。 

 

③ 蓄電池設備以外では危険物を取り扱わない一般取扱所のうち、上記①の５つの基準に適

合するものについては、出火及び類焼の危険性が低く、消火活動の困難性や他の建築物等

への延焼の蓋然性が低いと考えられることから、 

・指定数量の30倍未満を取り扱うものについては、消火器（第５種）を設置すれば足

りることとし、 

・指定数量の 100 倍以上を取り扱うものについては、大型消火器（第４種）及び消火器

（第５種）を設置すれば足りることとする（第33条及び第34条関係）。 

     

３ 液体を収納するプラスチック容器等の運搬容器等への収納に係る規定の追加 

関係法令の規定を踏まえ、プラスチック容器又はプラスチックドラムに液体の危険物を収

納する場合は、当該運搬容器等は製造されてから５年以内のものとし（第39条の３、第43

条の３関係）、当該運搬容器等の外部に運搬容器の製造年月及び製造者の名称又はその略号

を表示することとする（第44条関係）。 

 

【施行日】 

公布と同日。ただし、３に係る改正規定（第 39条の３、第 43条の４、第44条関係）につ

いては、令和６年２月１日。 
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設
備
が
次
の
各
号
に
掲
げ

、
そ
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
第
十
九
条
第

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
第
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
規
定
は
、

、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

適
用
し
な
い
。
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